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野鳥公園建設予定地は、550ha にも及ぶ自然環境を

擁するエコパークゾーンの中央部に位置し、福岡都心部

からも近いアイランドシティ北側護岸沿いに位置する約

12ha の場所である。

予定地の前面には、国指定和白干潟・多々良川河口鳥

獣保護区に指定されている和白干潟（254ha）が広がり、

周辺には、国営海の中道海浜公園や玄海国定公園がある

など、自然に恵まれた場所となっている。

計画対象地内は、調査時（平成２５年５月）において、

載荷盛土が残っている状況で、盛土の法面には、野鳥に

よって運ばれた種子から自生したと思われるアキグミや

ヌルデ、ネムノキなどによる樹林地や、管理用道路の境

界部には塩生植物のハマボウなどがみられた。

野鳥公園整備に至る検討の経緯計画対象地の敷地条件等

図：エコパークゾーンの概要と野鳥公園計画予定地の位置

平成元年７月  港湾計画改定

●博多湾東部の海や海岸、和白干潟などの自然環境を保全するため、

陸続き方式から島方式への変更

平成５年４月  　　アイランドシティ整備事業　環境影響評価書

●湿地、磯浜、池、海浜植物等を備えた 「野鳥公園（仮称）」として

整備する

平成１８年５月  　野鳥公園基本構想

●「エコパークゾーンとの一体的な整備」が不可欠

●初期段階では基本的な整備のみ行い、その結果を見ながら必要な

整備を追加していく（順応的管理手法）など柔軟な対応が必要

●「環境共生」、「健康」、「みんなで関わる」を具現化できる空間

平成２２年３月  　エコパークゾーン環境保全創造計画

●多様な主体と連携・共働しながら、ソフト面での施策の充実を図る

平成２３年１２月  アイランドシティ・未来フォーラム

●自然を再生し、人々に親しまれる野鳥公園の早期着手

平成２４年５月  　生物多様性ふくおか戦略

●生物多様性に関する教育・学習の推進

●自然環境の再生・回復の推進

平成２４年８月  　博多港長期構想

●国内外に発信できるような新しい環境モデルの構築

平成２４年１１月～平成２５年１２月  野鳥公園ラウンジカフェ

平成２１年１２月  アイランドシティ事業計画

●アイランドシティの魅力向上

写真：計画対象地内の状況

実現に向けた体系化

市民が求める野鳥公園のあるべき姿を実現していくために、以下の５つのグループで体系化し、実施時期を示した。

なお、管理運営の視点からみた場合、メンテナンスやプログラム、実行支援などを総合的に実行していくための仕組みとして、

近年においては、パークマネジメントという形で管理運営機能を高める試みが実施されている。

パークマネジメントとは
公園を管理運営する仕組みのこと。市民

が中心となって公園の活用プログラムを作

り出して、多様な主体と連携しながら、利

用増進を図るとともに、持続的に楽しめる

コミュニティを創出する。

  行事の共催（地域連携）　      自然観察会（NPO連携）　 　維持管理作業（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ連携）
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中期（Ｈ３５～Ｈ４４） 長期（Ｈ４５以降）
対応する活動

オープニングに向けたどんぐりの植樹（小学生対象）

誕生記念樹

維持管理マニュアルの充実

市民参加の公園づくり

対話（ダイアローグ）

意見を語り合うラウンジカフェ

市民による公園づくりプログラム

野鳥が食する植物を庭に植える

野鳥の休憩場としての石組み

野鳥の砂遊び

傷ついた野鳥の保護・手当

植林地、餌場の充実

エコキャンプでの野鳥観察会

自然観察のクラブ活動

地域の「塩づくり」や「ノリづくり」学習

夏の磯遊び、秋の木の実拾い

エコプロジェクトへの参加（クリーンアップ活動等）

飛来する野鳥観察とその記録

野鳥に関する講演会への参加

エコクラブとの連携

部活のフィールドとしての活用

野鳥に関しての研究や論文製作

自然モニタリング活動

エコガイドの育成

インターンシップの受入

干潟と淡水湿地での遊び（潮干狩り、カニなどの生きもの）

干潟の生きもの観察や体験学習

携帯ゲームを使用した環境参加型プログラム

ガイダンスセンターや観察小屋で野鳥観察

野鳥に関する絵本を読む

ガイドボランティア養成講座

海を見ながらくつろげるピクニック

野鳥公園を拠点とした活動（ラウンジカフェの継続）

自然観察のための市民交流の拠点

世代間交流の推進

野鳥カフェテラス（ソーシャルビジネス）

パークマネジメントへの参画

鳥のさえずりを聞きながら家族で散策（木道を寄付）

周辺の小学校による遠足

土産品の開発

アイランドシティへの定住

野鳥を通じた国際交流イベント

野鳥に関する学会の開催

海外の愛鳥家を訪ねる旅の実施

観光客増加の取り組みと対応

ラムサール条約登録を目指す活動

エコプロジェクトへの企業協力

企業によるＣＳＲ活動、研修、企業ＰＲの場

セグウェイ・レンタサイクルなどでアイランドシティを散策

結婚記念品の購入（寄付）

野鳥公園ファンド
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野鳥公園ラウンジカフェは、多様な主体が自由に意見交換を

行いながら、野鳥公園の整備や活用、運営に向けて語り合う場

であり、平成 24 年 11 月から全 8 回開催し、延べ 321 人が

参加した。

基本コンセプト、基本方針をイメージしやすくするために、市民が野鳥公園に求めるあるべき姿を、

人の成長段階に応じたストーリーとしてまとめた。

本計画においては、過去から検討してきた内容を計画の前

提条件として整理し、ラウンジカフェでの市民意見を踏まえ

て、基本コンセプト及び活動プランの策定を行った。

活動プランに基づき、整備プラン、管理運営プランへと展

開していく。

人が野鳥公園の整備や運営に関わることで成長するととも

に、まちや自然も成長する。

基本計画の体系

野鳥公園ラウンジカフェ

平成 24 年
　　11 月 第１回

第２回

「野鳥に会いにいくバスツアー」

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

オープンセッション

第８回

平成 25 年
1 月

３月

５月

６月

９月

11 月

12 月

12 月

３月

野鳥の観察会で野鳥のことをちょっと知り、「野鳥公園とは？」を

全員で話し合いました。

市民・地域住民・野鳥・子ども・専門家の立場になりきり、野鳥公

園でできることを探し、32 のコンセプトを見出しました。

32 のコンセプトの中から、特に大事なものを選び、野鳥公園の使

い方や活動を話し合いました。

野鳥公園の計画予定地を全員で視察し、たたき台としての大図面に

具体的な意見を出しました。

ブロックを用いて、理想的な野鳥公園を表現し、自分が野鳥公園に

貢献できることを考えました。

コンセプト案として「成長する野鳥公園」を提示し、野鳥公園で繰

り広げられる様々な場面（シーン）を考えました。

オープンセッションに向け、市民のみなさんに伝えたい、理想の野

鳥公園像をストーリーボードにまとめました。

オープンセッションを受けて多くの市民意見が反映された、野鳥公

園の将来像をまとめ上げました。

計画の前提条件計画の前提条件計画の前提条件

基本コンセプト基本コンセプト基本コンセプト

活動プラン

整備プラン 管理運営プラン

ラウンジカフェの成果ラウンジカフェの成果ラウンジカフェの成果

基本コンセプト

成⻑する野⿃公園      
       〜⼈と⾃然が共に成⻑し続けるために〜

concept

野鳥公園は成長します。それは野鳥公園が限られた立場や世代の
ための空間ではなく、皆さんの成長にあわせた多様性が生まれる場
所だからです。野鳥公園は人によって育てられ、そして野鳥公園が
人を育てていきます。

野鳥公園は新たなコミュニティを育みます。それは皆さ
んと公園との新しい関わりとなり、共働によるパークマネジメント
（公園運営）を介して、人と人とのつながりを育んでいきます。

野鳥公園は魅力あるまちづくりへ展開します。それはアイ
ランドシティというまちの成長とともに生きものの命を育み、そして
持続可能なまちとして子どもや孫たちの世代へと繋げていきます。

将来展開イメージ

ことで成長する

成
長

まちまちまち

自然自然成成成成成成成成成成成成成
長

成
長人人 自自自自

野鳥公園野鳥公園野鳥公園

活動プラン

両親の若き日

子ども時代（幼児）

野鳥の視点①

子ども時代（小学生）

子ども時代（中学生）

高校時代

野鳥の視点②

社会人

学生時代

結婚

海と大地の視点

熟年期

壮年期

誕生


